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ニ
ッ
ト
や
網
織
物
な
ど
の
繊
維
産
業
が
集
積
す
る
新
潟
県
五

戴
市
。
ア
パ
レ
ル
企
業
か
ら
の
受
注
が
減
り
、
苦
境
が
続
く
地

場
産
業
が
生
き
残
り
を
か
け
て
動
き
出
し
た
。
産
地
の
技
術
力

を
消
費
者
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
イ
タ
リ
ア
の
同
業
者
と

提
携
し
た
り
と
、
素
材
メ
ー
カ
ー
の
枠
を
超
え
た
活
動
に
活
路

を
兄
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

「
ニ
ッ
ト
の
日
」
の
2
月
1
0

日
。
ニ
ッ
ト
工
場
の
見
学
会
が

五
泉
市
で
開
か
れ
た
。
新
潟
市

工
場
見
学
会
で
、
襟
を
つ
け
る
作
業
に
つ

い
て
説
明
を
聞
く
見
学
者
＝
新
潟
県
五
泉

市
の
ニ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
「
ナ
ッ
ク
」

熟
■
デ
ジ
タ
ル
版
に
動
画

や
東
京
な
ど
か
ら
参
加
し
た
約

5
0
人
が
、
巨
大
な
染
色
用
の
容

器
、
縮
み
を
防
ぐ
た
め
に
生
地

▲
を
洗
う
巨
大
な
洗
濯
機
や
、
大

勢
の
職
人
が
黙
々
と
進
め
る
縫

製
作
業
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。

ふ
だ
ん
は
見
ら
れ
な
い
製
造

工
程
を
見
て
も
ら
い
、
ニ
ッ
ト

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
五
泉
ニ
ッ
ト
工
業
協
同
組

合
の
青
年
部
を
中
心
に
初
め
て

企
画
し
た
。
「
見
て
い
て
1
着

ほ
し
く
な
っ
た
」
。
参
加
者
か

ら
は
そ
ん
な
声
も
出
た
。

2
月
に
開
か
れ
た
「
五
泉
ニ

ッ
ト
フ
ェ
ス
」
の
目
玉
イ
ベ
ン

ト
で
、
同
じ
県
内
の
金
属
加
工

業
の
集
積
地
、
燕
三
条
地
区
が

2
0
1
3
年
に
始
め
た
「
工
場

の
祭
典
」
を
お
手
本
に
し
た
。

町
工
場
を
市
民
に
開
放
す
る

「
工
場
の
祭
典
」
で
は
、
訪
れ

た
若
者
が
刃
物
工
場
に
弟
子
入

り
す
る
「
成
果
」
も
出
て
い

て
、
ニ
ッ
ト
フ
ェ
ス
実
行
委
員

射
影

碧

グ

血
昭
五
脛
ア

長
の
高
橋
慶
至
さ
ん
（
高
橋
ニ

ッ
ト
常
務
）
は
大
い
に
刺
激
を

受
け
た
。
「
手
作
業
が
多
く
、

人
材
育
成
に
時
間
が
か
か
る
の

は
ニ
ッ
ト
も
同
じ
。
未
来
の
人

材
を
確
保
す
る
に
は
、
も
の
づ

く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
な

く
て
は
」
。
目
指
す
は
、
愛
媛

県
今
治
市
の
今
治
タ
オ
ル
の
よ

う
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

J
R
五
泉
駅
近
く
の
イ
タ
リ

ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ
ァ
イ
ブ

シ
ー
ズ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
」
。
1
2

年
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
店
は
工

場
見
学
つ
き
の
ラ
ン
チ
が
人
気

だ
。
近
所
の
ニ
ッ
ト
工
場
「
サ

イ
フ
ク
」
を
見
学
し
た
後
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
旬
の
食
材
を
使
っ

た
食
事
を
楽
し
め
る
。
開
催
は

不
定
期
だ
が
、
毎
回
1
0
人
の
定

員
は
す
ぐ
に
予
約
で
埋
ま
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
斉

藤
佳
奈
子
社
長
は
サ
イ
フ
ク
の

常
務
だ
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
の
後
、
ア
パ
レ
ル
か
ら
の
注



文
が
激
減
。
「
こ
の
ま
ま
で
は

持
た
な
い
」
と
の
危
機
感
か
ら

レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
き
、
自
社
商

品
の
開
発
に
も
乗
り
出
し
た
。

自
社
開
発
の
ポ
ン
チ
ョ
「
m

・
⊥
n
O
（
ミ
ノ
）
」
は
、
長
方

形
の
ニ
ッ
ト
地
に
ス
リ
ッ
ト
を

入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
形
が
評
判

を
呼
び
、
全
国
に
販
路
を
広
げ

た
。
m
i
n
O
を
見
て
入
社
を

決
め
た
東
京
出
身
の
女
性
も
い

る
と
い
う
。

染
色
に
必
要
な
水
資
源
に
恵

ま
れ
た
五
泉
は
、
江
戸
時
代
末

期
か
ら
絹
織
物
の
生
産
が
盛
ん

に
な
り
、
戦
後
は
洋
装
の
普
及

に
伴
い
、
絹
織
物
か
ら
ニ
ッ
ト

へ
の
転
業
が
増
え
た
。

だ
が
、
五
泉
ニ
ッ
ト
工
業
協

同
組
合
に
よ
る
と
、
1
9
9
1

年
ご
ろ
に
9
5
社
あ
っ
た
加
盟
企

業
は
、
1
4
年
に
2
4
社
ま
で
減
っ

た
。
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
が
中

国
な
ど
人
件
費
の
安
い
海
外
に

製
造
を
委
託
す
る
動
き
が
産
地

を
直
撃
。
9
1
年
に
8
0
2
億
円

あ
っ
た
生
産
額
は
、
1
4
年
に
1

1
5
億
円
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

組
合
は
昨
秋
、
欧
州
の
ニ
ッ

ト
産
地
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
を
訪
れ
、
現
地
メ
ー
カ

ー
の
イ
ル
・
ボ
ル
ゴ
社
と
の
提

携
を
決
め
た
。
「
人
材
育
成
や

デ
ザ
イ
ン
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に

学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
高

橋
正
春
事
務
局
長
。
付
加
価
値

の
高
い
も
の
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
若
手
職
人
の
イ
タ
リ
ア
留

学
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

ニ
ッ
ト
に
負
け
じ
と
栴
織
物

メ
ー
カ
ー
も
動
き
出
し
た
。
和

服
素
材
の
白
生
地
を
つ
く
る
1

9
0
0
年
創
業
の
老
舗
、
横
正

機
業
場
は
、
染
色
業
者
や
工
芸

家
と
組
ん
で
網
の
ス
ト
ー
ル
を

自
主
開
発
。
洋
装
の
製
品
の
儲

発
や
販
売
を
視
野
に
入
れ
る
か
〟

（
三
木
一
哉
）
l


